
庄
内
余
目
病
院
（
山
形
県
）
は
こ
の
ほ
ど
、
認
知
症
早
期
発
見
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ-

Ｓ
）

を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
質
問
型
の
簡
易
ス
ケ
ー
ル
（
尺
度
）
で
、
従
来
の
ス
ケ
ー
ル
で
は
見

逃
し
や
す
い
軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
を
９
割
以
上
の
確
率
で
発
見
す
る
こ
と
が
可
能
。

認
知
症
を
早
期
発
見
し
、
早
く
か
ら
介
入
す
る
こ
と
で
症
状
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
狙

い
だ
。
今
後
、
同
院
は
健
康
診
断
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
Ｍ
Ｃ
Ｉ-

Ｓ
を
組
み
込
む
考
え
。

認
知
症
を
早
期
発
見
す
る

た
め
の
簡
易
ス
ケ
ー
ル
と
し

て
、
国
内
で
は
質
問
型
の
長

谷
川
式
認
知
症
ス
ケ
ー
ル（
Ｈ

Ｄ
Ｓ
｜
Ｒ
）
や
認
知
機
能
検

査
（
Ｍ
Ｍ
Ｓ
Ｅ
）
な
ど
を
広

く
利
用
し
て
き
た
。だ
が
、こ

れ
ら
の
測
定
法
は
認
知
症
の

前
段
階
で
あ
る
こ
と
が
多
い

Ｍ
Ｃ
Ｉ
を
見
逃
し
や
す
い
。

「
認
知
症
は
、
早
期
介
入
す

る
こ
と
で
発
症
を
抑
え
た
り
、

悪
化
を
遅
ら
せ
た
り
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
」
と
、
同
院

の
野
末
睦
院
長
は
早
期
発
見

の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。

Ｍ
Ｃ
Ｉ
患
者
さ
ん
の
う
ち

約
70
％
は
進
行
性
の
認
知
症

で
あ
り
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
へ
の
転
化
率
は
年

約
15
％
と
い
う
報
告
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
同
院
は
Ｍ
Ｃ
Ｉ

を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ（
選
別
）

す
る
能
力
が
高
い
Ｍ
Ｃ
Ｉ
｜

Ｓ
を
開
始
し
た
。

Ｍ
Ｃ
Ｉ
｜
Ｓ
は
、
質
問
形

式
で
15
～
30
分
程
度
の
時
間

を
か
け
て
認
知
度
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
。
回
答
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
に
送

信
す
る
と
、
解
析
結
果
（
ス

コ
ア
）
と
レ
ポ
ー
ト
が
送
ら

れ
て
く
る
仕
組
み
だ
。
費
用

は
税
込
３
６
７
５
円
（
標
準

価
格
）。

４
７
１
人
を
対
象
と
し
た

米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

で
の
研
究
に
よ
る
と
、
Ｍ
Ｃ

Ｉ
｜
Ｓ
は
感
度
（
疾
患
を
も

９
割
以
上
の
確
率
で
発
見
つ
患
者
さ
ん
を
正
し
く
陽
性

と
判
断
で
き
た
症
例
）
94
％
、

特
異
度
（
疾
患
の
な
い
患
者

さ
ん
を
正
し
く
陰
性
と
判
断

で
き
た
症
例
）
89
％
で
あ
り
、

見
逃
し
リ
ス
ク
が
小
さ
い
。

ま
た
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
｜
Ｓ
は
米

国
が
開
発
し
た
英
語
に
よ
る

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
法
で
あ
る

た
め
、
日
本
語
で
も
同
程
度

の
信
頼
性
を
担
保
で
き
る
か

が
焦
点
だ
っ
た
が
、
52
人
の

日
本
人
を
対
象
と
し
た
福
岡

大
学
の
研
究
で
感
度
が
96
％
、

特
異
度
は
１
０
０
％
と
い
う

結
果
が
出
た
。
こ
れ
に
よ
り

日
本
人
に
対
し
て
も
有
用
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

同
院
で
は
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
｜
Ｓ

で
単
な
る
物
忘
れ
と
認
知
障

害
と
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
、

陽
性
の
患
者
さ
ん
に
は
改
め

て
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
磁
気
共
鳴
画
像

診
断
装
置
）
な
ど
を
用
い
た

検
査
を
実
施
、
認
知
症
の
有

無
や
種
類
を
診
断
す
る
。

経
時
的
な
変
化
を
観
察
す

る
た
め
、
同
院
は
今
後
、
Ｍ

Ｃ
Ｉ
｜
Ｓ
を
健
診
の
オ
プ
シ

ョ
ン
と
し
て
組
み
込
み
、
毎

年
、
受
診
を
促
す
考
え
。
受

診
の
意
義
を
周
知
さ
せ
る
た

め
広
報
活
動
も
展
開
中
だ
。

担
当
者
の
井
上
綾
保
健
師

は
、「
こ
れ
ま
で
の
受
診
者

は
す
べ
て
高
齢
の
方
で
し
た

が
、
口
コ
ミ
で
徐
々
に
若
い

方
に
も
広
が
っ
て
き
て
い
ま

す
」
と
、
手
応
え
を
つ
か
ん

で
い
る
様
子
。
同
院
で
は
、

55
歳
以
上
の
受
診
を
勧
め
て

い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
の
主
な
診
療

対
象
は
変
形
性
膝
関
節
症
と

い
う
疾
患
。
膝
の
軟
骨
が
す

り
減
り
、
骨
同
士
が
直
接
ぶ

つ
か
り
合
っ
て
微
小
骨
折
が

生
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
膝
に

激
痛
が
走
る
。
進
行
す
る
と

歩
く
こ
と
も
難
し
く
な
り
、

患
者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活

の
質
）
は
著
し
く
損
な
わ
れ

て
し
ま
う
。
同
症
に
よ
り
何

ら
か
の
治
療
が
必
要
な
患
者

さ
ん
は
国
内
に
約
７
０
０
万

人
も
い
る
と
さ
れ
る
。

巽
セ
ン
タ
ー
長
は
「
私
の

最
大
の
目
標
は
、
膝
に
メ
ス

を
入
れ
な
い
で
治
す
こ
と
で

す
」
と
言
い
切
る
。
ま
ず
行

う
の
は
、
手
術
を
せ
ず
に
痛

み
を
取
り
除
く
こ
と
を
目
指

す
保
存
療
法
だ
。
①
減
量
、

②
大だ

い

腿た
い

四し

頭と
う

筋き
ん

の
訓
練
、
③

歩
き
方
の
矯
正

─
の
３
つ

を
３
カ
月
か
ら
半
年
間
続
け

る
と
い
う
も
の
。

全
国
の
医
療
機
関
か
ら「
手

術
を
」と
紹
介
さ
れ
て
き
た
患

者
さ
ん
１
５
７
９
人
を
対
象

に
、
初
診
後
３
カ
月
間
の
保

存
療
法
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

３
カ
月
後
の
再
診
時
に
痛
み

が
半
減
も
し
く
は
10
～
20
％

に
な
っ
た
人
が
７
３
４
人

（
46
％
）と
約
半
数
に
達
し
た
。

手
術
を
行
う
際
も
極
力
身

体
へ
の
負
担
を
低
減
す
る
術

式
を
選
ぶ
。
で
き
る
だ
け
膝

関
節
の
半
分
だ
け
を
人
工
関

節
に
置
き
換
え
る
半
置
換
術

（
Ｕ
Ｋ
Ａ
）を
選
択
。前ぜ

ん

十
じ
ゅ
う

字じ

靭じ
ん

帯た
い

を
損
傷
す
る
な
ど
状
態

が
悪
く
、
や
む
を
得
な
い
場

合
は
膝
関
節
を
す
べ
て
置
き

軽 度
認 知 障 害

定
期
購
読
誌
な
ど
電
子
化

札
幌
東
徳
洲
会
病
院
は
こ

の
ほ
ど
、
医
学
系
の
定
期
購

読
誌
と
書
籍
を
電
子
化
し
た
。

以
前
よ
り
も
格
段
に
閲
覧
可

能
な
雑
誌
・
書
籍
が
増
え
た

た
め
、
臨
床
と
研
究
の
両
面

に
寄
与
。
ま
た
、
電
子
化
に

よ
り
年
間
34
万
円
の
経
費
削

減
に
つ
な
が
っ
た
。

電
子
化
を
推
進
し
た
八
戸

大
輔
・
循
環
器
内
科
医
長
は
、

そ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
①
多

く
の
論
文
が
閲
覧
可
能
、
②

即
時
性
が
高
い
、
③
研
究
論

文
執
筆
時
の
手
間
を
削
減

―

を
指
摘
し
、「
今
は
臨

床
で
も
研
究
で
も
論
文
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
エ
ビ
デ
ン
ス

（
根
拠
）
を
確
認
し
つ
つ
動

く
時
代
で
す
」
と
力
説
。
そ

れ
だ
け
に
、
調
べ
た
い
こ
と

を
す
ぐ
に
確
認
で
き
る
電
子

媒
体
の
意
義
は
大
き
い
。

同
院
が
契
約
し
た
電
子
メ

デ
ィ
ア
サ
イ
ト
は
、
主
に
英

雑
誌
・
書
籍
を
扱
う
「
ク
リ

ニ
カ
ル
・
キ
ー
」
と
主
に
和

雑
誌
を
扱
う
「
メ
デ
ィ
カ
ル

オ
ン
ラ
イ
ン
」、「
メ
デ
ィ
カ

ル
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
」、「
南
江

堂
」
だ
。
希
望
誌
だ
け
で
な

く
、
各
サ
イ
ト
が
扱
う
雑
誌

類
す
べ
て
の
閲
覧
が
可
能
で
、

た
と
え
ば
ク
リ
ニ
カ
ル
・
キ

ー
は
雑
誌
５
０
０
誌
と
教
科

書
１
０
０
０
冊
、
メ
デ
ィ
カ

ル
オ
ン
ラ
イ
ン
は
雑
誌
８
７

７
誌
に
加
え
医
薬
品
の
添
付

文
書
と
そ
の
参
考
文
献
も
読

む
こ
と
が
で
き
る
。

同
院
で
は
、
英
雑
誌
の
閲

覧
Ｉ
Ｄ
を
医
師
全
員
と
そ
の

他
の
部
署
に
２
つ
ず
つ
配
布
、

和
雑
誌
は
院
内
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
環
境
下
な
ら
誰
で
も
ア

有料老人ホーム「グランレーヴ厚木」の竣工式が 4月6日、
神奈川県厚木市で行われた。敷地面積 1,808 ㎡、延床面積
2,874.01 ㎡の5階建てで、居室総数は73室、定員73人。
神事後の祝宴会では、施主であるケアネット徳洲会の徳田惠

子社長が「施設名はフランス語のグラン “大きな”、レイヴ “夢”
からとりました。高齢者の方々の大きな夢がかなう場所でありた

いと思います。また、徳洲会の徳田虎雄理事長からは ALS（筋萎縮性側索硬化症）患者さ
んに少なくても3人入ってもらうようにといわれています」と挨拶した。
湘南厚木病院（神奈川県）の篠崎伸明院長は、「24時間、365日バックアップしていきます。
健康増進と安心できる施設づくりに協力するため、5月からは訪問診療を始めます」と語った。
同施設では入居者を募集中。利用料は入居一時金 50 万円（60カ月均等償却）の場合は、

月額利用料（家賃、管理費、食費、水光熱費）17 万 4,500 円。入居一時金なし場合の月額
利用料は 18 万 2,800 円。介護保険 1割分負担と
医療費は別途必要。自立の方は、別途生活サポ
ート費3万1,500 円が必要。

庄
内
余
目
病
院
が
新
型
ス
ケ
ー
ル

臨
床
と
研
究
の
両
面
に
寄
与

有老「グランレーヴ厚木」 利用者さんに大きな夢を

ま
ず
メ
ス
入
れ
ず
治
す

湘
南
鎌
倉
総
合
病
院 

巽
・
人
工
膝
関
節
セ
ン
タ
ー
長

湘
南
鎌
倉
総
合
病
院
人
工
膝
関
節
セ
ン
タ
ー
（
神
奈
川
県
）

で
は
、
膝
関
節
治
療
の
第
一
人
者
で
あ
る
巽
一
郎
セ
ン
タ
ー

長
を
中
心
に
、
で
き
る
だ
け
患
者
さ
ん
の
身
体
に
負
担
の
少

な
い
治
療
法
に
取
り
組
み
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

手
術
は
で
き
る
だ
け
身
体
負
担
減

換
え
る
全
置
換
術（
Ｔ
Ｋ
Ａ
）

を
行
う
。
半
置
換
術
は
、
自

分
の
関
節
を
半
分
は
残
す
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
自
然
な

感
じ
で
膝
を
よ
く
曲
げ
る
こ

と
が
で
き
る
と
好
評
だ
。

い
ず
れ
の
手
術
で
も
筋
肉

を
い
っ
さ
い
切
ら
な
い
最
小

侵
襲
人
工
関
節
置
換
術
（
Ｍ

Ｉ
Ｓ
）
を
全
例
で
実
施
。
傷

口
が
小
さ
く
出
血
が
少
な
い

た
め
、
多
く
の
ケ
ー
ス
で
半

置
換
術
な
ら
術
後
５
日
目
、

全
置
換
術
は
術
後
10
日
目
に

自
宅
へ
退
院
が
可
能
だ
。
大

腿
四
頭
筋
を
切
る
従
来
の
全

置
換
術
で
は
術
後
約
３
週
間

は
入
院
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

２
年
程
前
ま
で
は
全
置
換

書
籍
『
膝
、
復
活
』
発
刊

　

巽
セ
ン
タ
ー
長
は
こ
の
ほ
ど
、

『
膝
、
復
活
』と
題
す
る
書
籍
を
発
刊

し
た
。
50
代
か
ら
の
生
き
方
を
提
案

す
る
雑
誌『
い
き
い
き
』の
片
寄
斗
史

子
・
創
刊
編
集
長
と
の
共
著
で
、
発

行
は
小
学
館
。
価
格
は
１
３
０
０
円

（
税
別
）。
副
題
は
「
立
つ
、
座
る
、

歩
く
、
人
生
の
晩
年
は
、
膝
で
決
ま

る
」。“
１
０
０
歳
ま
で
い
き
い
き
生

き
る
国
民
医
の
ア
ド
バ
イ
ス
シ
リ
ー

ズ
”の
４
冊
目
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

　

内
容
は
、
巽
セ
ン
タ
ー
長
と
片
寄

さ
ん
の
対
談
に
は
じ
ま
り
、
膝
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
や
変
形
性
膝
関
節
症
の
解

説
、
巽
セ
ン
タ
ー
長
の
医
療
に
対
す

る
考
え
方
、
現
在
の
診
療
ス
タ
イ
ル

に
た
ど
り
着
い
た
経
緯
に
加
え
、
保

存
療
法
や
各
手
術
の
詳
細
な
ど
、
取

り
組
ん
で
い
る
医
療
の
内
容
を
わ
か

り
や
す
く
ま
と
め
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
い
き
い
き
ネ
ッ

ト
株
式
会
社
（
０
３
・
５
２
０
６
・

５
２
２
１
）ま
で
。

術
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
が
、

そ
の
後
、
希
望
者
が
増
え
た

こ
と
で
昨
年
は
手
術
の
約
6

割
が
半
置
換
術
だ
っ
た
。

巽
セ
ン
タ
ー
長
は
「
膝
が

痛
く
て
自
由
に
外
出
で
き
な

い
患
者
さ
ん
た
ち
に
、
も
う

一
度
自
分
の
足
で
歩
き
回
れ

る
自
由
を
取
り
戻
し
、
生
活

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

を
生
き
が
い
に
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
患
者
さ
ん
の
た
め
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と

意
気
込
み
を
語
っ
て
い
る
。

神奈川県厚木市で竣工式

問い合わせ先は
グランレーヴ厚木（0120・615・515）

札幌東
徳洲会
病 院

ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

和
雑
誌
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
や
看
護
に
関
す
る
も
の

も
多
く
、
医
師
以
外
の
研
究

を
促
進
す
る
の
が
狙
い
。

電
子
媒
体
の
導
入
は
学
生

ら
へ
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

に
も
な
る
。
同
院
研
修
委
員

長
で
も
あ
る
八
戸
医
長
は
、

「
せ
い
い
っ
ぱ
い
利
用
し
て

診
療
に
生
か
し
た
い
」
と
意

欲
を
見
せ
て
い
る
。

ペアーレ徳洲会

　カルチャースポーツセンターのペアーレ徳洲会（鹿児島
県）は、介護職員初任者研修の受講生を募集している。介護
職員初任者研修とは、4月1日に廃止された訪問介護員（ホ
ームヘルパー）2級に代わる資格のことで、介護職のキャリ
アパス（養成計画）の基礎となる。
　永山イト子・事務担当者は、「徳洲会グループ全面支援の
下、医療から介護・福祉の流れを把握することができます」と、
同研修の特徴を強調。修了者には就職先の斡旋も行っている。

受講生募集！ 介護職員の初任者研修

　　■募集要項■
取得資格：介護職員初任者研修修了者
対 象 者：高校生以上
募集人数：20人
費　　用：9万円（テキスト代含む）
研修期間：5月7日～7月22日（130時間）
募集締め切り：4月30日（必着）

■問い合わせ先■
ペアーレ徳洲会総務課
鹿児島県鹿児島市
谷山中央 2丁目 675
☎ 099-260-8888

巽センター長（後列右から２人目）とスタッフたち
質問に答えるだけのスクリーニング法で、所
要時間は15〜 30分。結果はすぐに出る

「電子化した雑誌の内容がすぐにわかる
ように、目次だけA4用紙に打ち出し雑
誌ラックに置いています」と八戸医長

徳 洲 新 聞徳 洲 新 聞 生
い の ち
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